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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

西
岡
健
二
氏
（
日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府
本
部
理
事

長
）

〝
伝
え
る
、伝
わ
る
〞魅
力
的
な
文
章
の
書
き
方

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

２
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

会
場　

梅
田
阪
急
ビ
ル
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
26
階
貸
会
議
室

講
師　

 

崎
山
比
早
子
氏
（
国
会
原
発
事
故
調
査
委
員
、
元
放

射
線
医
学
総
合
研
究
所
主
任
研
究
官
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人

原
発
事
故
の
影
響
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

三
島
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

 

３
月
４
日
（
日
）
総
会
午
前
10
時
〜
10
時
30
分
、
記

念
講
演
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　

 

茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
１
０
１
号
（
阪
急
「
茨
木

市
」
駅
徒
歩
９
分
、
Ｊ
Ｒ
「
茨
木
」
駅
徒
歩
７
分
）

講
師　

 

水
野
誠
氏
（
水
野
歯
科
医
院
院
長
、
大
阪
歯
科
大
学

歯
科
麻
酔
学
講
座
非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

35
人　

最
近
の
障
害
者
歯
科
治
療
に
つ
い
て

日
時　

２
月
25
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
顧
問
税
理
士
団
）

会
費　

無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

税
理
士
ま
か
せ
に
せ
ず
、ま
ず
自
分
で
確
認
を

日
時　

 

３
月
11
日
（
日
）
総
会
午
前
10
時
〜
10
時
30
分
、
記

念
講
演
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

清
水
聖
保
氏
（
医
療
法
人
聖
心
会
清
水
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
・
精
神
科
医
）

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部
地
区
総
会
・
記
念
講
演

精
神
疾
患
患
者
と
歯
科
治
療
―
よ
く
み
ら
れ
る
不
安

障
害
患
者
と
認
知
症
患
者
へ
の
対
応

日
時　

２
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

石
割
郁
子
氏
（
Ｅ
＆
Ｅ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
代
表
）

会
費　

会
員
、
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円　
　

「
患
者
を
モ
ン
ス
タ
ー
に
し
な
い
接
遇
」―
ク
レ
ー
ム

の
初
期
対
応
を
中
心
に
―

税務調査の税務調査の
対　応　術対　応　術

④④

税理士税理士
清家　裕清家　裕

修
正

申
告

判
押
せ
ば
救
済
の
道
な
し

税
務
署
の
指
摘
は
文
書
で
も
ら
う

　

先
生
の
立
会
の
も
と
、
診

療
時
間
外
を
使
っ
て
の
税
務

職
員
の
臨
場
調
査
が
終
わ
っ

た
。
臨
場
調
査
終
了
間
際

に
、
税
務
職
員
が
「
先
生
こ

れ
修
繕
費
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
減
価
償
却
し
て
も
ら
わ

な
い
と
」
と
か
、「
こ
れ
は

交
際
費
で
は
な
く
家
事
関
連

費
で
す
よ
」
と
か
、
い
く
つ

か
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
問
題

点
を
口
頭
で
聞
く
だ
け
で
は

な
く
、
税
務
職
員
に
文
書
に

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
問
題
点
を
的
確
に
把

握
し
、
問
題
点
の
検
討
を
シ

ッ
カ
リ
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

問
題
点
に
つ
い
て
、
そ
の

場
で
簡
単
に
決
着
の
つ
く
こ

と
は
少
な
い
。
そ
の
場
で
結

論
を
急
が
ず
、
税
務
職
員
の

指
摘
が
正
し
い
の
か
ど
う

か
、
時
間
を
取
っ
て
ジ
ッ
ク

　

北
大
阪
・
三
島
地
区
は
合

同
講
習
会
「
定
期
健
診
か
ら

始
め
る
歯
科
治
療
―
患
者
の

た
め
の
歯
科
治
療
に
取
り
組

め
ば
患
者
は
増
え
て
い
く

―
」
を
２
０
１
１
年
12
月
18

日
、
千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル

（
豊
中
市
）
で
開
催
し
た
。

安
田
登
氏
（
聖
蹟
サ
ピ
ア
タ

ワ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
再
生

医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
）
が

講
演
し
、
39
人
が
参
加
し

た
。

　

安
田
氏
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
疾

患
予
測
を
示
し
な
が
ら
、
高

度
な
専
門
性
を
必
要
と
す
る

患
者
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
治
療

を
必
要
と
す
る
患
者
の
い
ず

れ
の
割
合
も
や
が
て
は
低
下

し
、
予
防
の
ニ
ー
ズ
だ
け
が

増
大
す
る
と
指
摘
し
、
多
面

的
な
予
防
の
必
要
性
に
つ
い

て
強
調
し
た
。

　

患
者
へ
予
防
を
勧
め
る
上

で
は
、
受
療
行
動
に
向
か
う

患
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
で
あ
る
と
し
て
、
生
活

者
で
あ
る
患
者
の
ニ
ー
ズ
を

考
慮
し
た
予
防
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
提
唱
し
た
。
具
体
例

と
し
て
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で
電

動
ブ
ラ
シ
で
の
術
者
磨
き
の

ク
リ
―
ン
ア
ッ
プ
を
受
け
、

短
時
間
に
サ
ッ
パ
リ
感
と
安

心
感
を
持
っ
て
も
ら
う
〝
予

防
の
新
し
い
モ
デ
ル
〞
を
日

常
診
療
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
提

案
し
た
。　

　

そ
の
上
で
、
医
院
経
営
的

に
考
え
れ
ば
現
状
の
保
険
制

度
で
は
、
予
防
＋
α
の
要
素

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ

の
「
＋
α
」
は
各
医
院
の
特

徴
や
先
生
の
得
意
分
野
で
ア

ピ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
と
強
調
し
た
。

 

（
吹
田
市
・
福
原
稔
）

　

河
内
長
野
市
議
会
は
、
２

０
１
１
年
12
月
定
例
会
本
会

議
で
、
協
会
が
採
択
を
求
め

て
き
た
「
学
校
保
健
安
全
法

に
よ
る
医
療
費
助
成
（
歯

科
）
の
適
用
範
囲
拡
大
を
求

め
る
意
見
書
」、「
歯
科
技
工

物
の
安
全
性
を
求
め
る
意
見

書
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し

た
。

　

ま
た
、
茨
木
市
議
会
の
２

０
１
１
年
12
月
定
例
本
会
議

で
は
、「
歯
科
口
腔
保
健
の

さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
意

見
書
」
を
全
会
一
致
で
採
択

し
た
。

　

同
意
見
書
は
協
会
が
求
め

て
い
た
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
や
患
者
窓
口
負
担
の
軽
減

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
国
な
ど
に
対
し
「
質

の
高
い
診
療
が
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
保
険
適
用

を
広
げ
る
こ
と
」
と
し
て
い

る
。

リ
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

指
摘
さ
れ
た
問
題
点
が
、
先

生
に
と
っ
て
シ
ロ
（
問
題
な

し
）
も
あ
れ
ば
、
ク
ロ
（
問

題
あ
り
）
も
あ
り
、
グ
レ
ー

（
シ
ロ
・
ク
ロ
不
明
）
も
あ

る
。
税
理
士
が
関
与
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
く
相
談

述
べ
、
税
務
職
員
の
見
解
も

聞
き
問
題
点
の
決
着
を
図

る
。
１
回
で
納
得
で
き
な
け

れ
ば
、
２
回
、
３
回
と
納
得

で
き
る
ま
で
交
渉
を
続
け
れ

ば
よ
い
。
税
理
士
が
関
与
し

て
い
な
い
場
合
も
同
様
で
あ

る
。
税
務
職
員
は
更
正
決
定

く
ま
で
交
渉
を
続
け
よ
う
。

　

な
お
、
税
務
職
員
と
問
題

点
の
決
着
が
つ
い
て
修
正
す

る
場
合
に
は
、
加
算
税
の
こ

と
も
交
渉
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
過
少
申
告
加

算
税
か
重
加
算
税
か
、
修
正

す
る
問
題
が
仮
装
・
隠
蔽
行

為
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る

場
合
は
、
重
加
算
税
が
賦
課

さ
れ
る
。
こ
の
交
渉
も
同
時

に
し
て
お
こ
う
。

＊　

＊　

＊

　

な
お
、
国
税
通
則
法
の
改

悪
で
、
税
務
職
員
の
修
正
申

告
の
勧
奨
行
為
が
法
定
さ
れ

た
。
13
年
１
月
１
日
以
後
に

開
始
さ
れ
る
税
務
調
査
か
ら

適
用
に
な
る
。
税
務
職
員
は

修
正
申
告
の
勧
奨
行
為
を
、

今
ま
で
以
上
に
強
く
お
こ
な

う
だ
ろ
う
。 

（
お
わ
り
）

し
て
先
生
の
見
解
を
ま
と
め

る
。
そ
し
て
後
日
、
税
務
署

に
行
っ
て
税
務
職
員
と
の
交

渉
に
臨
む
の
で
あ
る
。

　

そ
の
時
、
税
理
士
任
せ
に

し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
税
理

士
と
同
行
し
て
先
生
も
税
理

士
と
と
も
に
自
ら
の
見
解
を

の
権
限
を
持
っ
て
い
る
が
、

問
題
点
の
修
正
申
告
を
強
く

求
め
て
く
る
。
修
正
申
告
書

に
判
を
押
し
て
提
出
す
れ

ば
、
そ
の
後
、
異
議
が
あ
ろ

う
が
不
服
が
あ
ろ
う
が
救
済

の
道
は
な
く
な
る
。
シ
ロ
、

ク
ロ
、
グ
レ
ー
、
納
得
の
い

北
大
阪
・
三
島
地
区

健
診
で
患
者
増
や
す
経
営
を

安
田
氏〝
予
防
ニ
ー
ズ
〞〝
受
療
動
機
〞強
調
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